
岐阜県多治見市立笠原小学校・笠原中学校

生き生きとコミュニケーションを図る
児童生徒を育てる指導の工夫

～「笠原型コンテント・ベイスト」の手法を
中心とした効果的な小中連携の在り方～



研究の歩み

笠原校区 英語教育への取組

平成14年 幼保小中一貫教育スタート平成14年 幼保小中一貫教育スタート

平成15年～29年

英語教育研究開発学校

H27-29
５期目の指定

連続
１５年間

研究の概要



国際社会において必要とされるコミュニケーショ
ン能力を育成するため、小学校第１学年から英語科
を開設した場合における、中学校の教育課程を含め
た９年間を通じた系統的な教育課程、指導方法及び
評価方法の在り方についての研究開発

「生き生きとコミュニケーションを図る
児童生徒を育てる指導の工夫」

～「笠原型コンテント・ベイスト」の手法を
中心とした効果的な小中連携の在り方～」

研究の概要

研究主題

研究開発課題



笠原型コンテント・ベイスト

①問題解決的な活動により「聞く・話す・読む・書く」必然
を生み出すとともに、コミュニケーションへの意欲を高め
る場面設定をすること

②他の教科・領域で児童の意欲、関心が高い学習事項をいか
した題材を扱うこと＜小学校＞

③驚きや発見、気付きの生まれる伝え合うねうちの高い内容
でコミュニケーションをすること

「伝え合う内容を重視し、問題解決的な活動により、「伝え合う内容を重視し、問題解決的な活動により、
伝え合う必然を生み出す」指導方法

研究の概要



学年 授業時数

第１、第２学年 生活科から

７０時間
（３５時間×２学年）

第３、第４学年 総合的な学習の時間から

１２０時間
（６０時間×２学年）

第５、第６学年 外国語活動 ＋
総合的な学習の時間から

１４０時間
（７０時間×２学年）

合計 ３３０時間

【笠原小学校教育課程】
研究の概要



【第Ⅳ期までの成果】

◎コミュニケーション能力の高まり

◎文字への慣れ親しみ（小学校）

◎小中連携（情報交換・交流・カリキュラム連携）

【第Ⅴ期の課題】

△言語材料の正しい理解と正確な運用

△発達の段階に応じた文字指導

△外国語活動から外国語科への円滑な転換と

効果的な指導方法（小学校）

△小中英語教育の円滑な接続の在り方

研究の概要



【研究仮説】

ト」の手法を用いた授業づくりを工夫すれば、

英語教育を効果的に進めるための環境を充
実させ、小・中学校が効果的に連携を図り、
９年間を通じて「笠原型コンテント・ベイス
ト」の手法を用いた授業づくりを工夫すれば、
目指す児童生徒の姿が具現される。

【目指す児童生徒の姿】とは…
学習した英語表現を駆使して、互いの思

いや考えを、正確・適切にコミュニケー
ションすることができる児童生徒

研究の概要



【本日の説明内容】

２ 効果的な小中連携

３ 中学校の実践

１ 小学校の実践

研究内容研究内容



【研究実践】

３．中学校の実践

１．効果的な小中連携１ 小学校の実践

（１）習熟・定着を図るための指導

（２）学習意欲を高める評価

（３）発達の段階に応じた文字指導

１ 小学校の実践



【研究実践】

① Small Activity

既習事項を活用して

毎時間の冒頭に

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

『教師と児童』 または
『児童同士』のやりとり

児童同士の
やりとり

（１）習熟・定着を図るための指導

単位時間の流れ

1 Greeting
2 Small Activity
3 Activities
・Activity 1
・中間指導

・Activity 2
4 Check Time
5 Comments
6 Greeting

１ 小学校の実践



練習（全体・個人）

【研究実践】

② 中間指導

単位時間の流れ

1 Greeting
2 Small Activity
3 Activities
・Activity 1
・中間指導
・Activity 2

4 Check Time
5 Comments
6 Greeting

児童が表現できなかったことの確認

正確さチェック
（ALT活用）

（１）習熟・定着を図るための指導

１ 小学校の実践



【研究実践】

③ Check Time

その授業の達成度を確かめる

単位時間の流れ

1 Greeting
2 Small Activity
3 Activities
・Activity 1
・中間指導

・Activity 2
4 Check Time
5 Comments
6 Greeting

適切な自己評価が次時への意欲に

（１）習熟・定着を図るための指導

１ 小学校の実践



【研究実践】

３．中学校の実践

１．効果的な小中連携１ 小学校の実践

（１）習熟・定着を図るための指導

（２）学習意欲を高める評価

（３）発達の段階に応じた文字指導

１ 小学校の実践



【研究実践】

（２）学習意欲を高める評価

①自己評価(コメントカード)

単位時間の流れ

1 Greeting
2 Small Activity
3 Activities
・Activity 1
・中間指導

・Activity 2
4 Check Time
5 Comments
6 Greeting

図６ コメントカードの活用例

１ 小学校の実践



【研究実践】

（２）学習意欲を高める評価

①自己評価（CAN-DOリスト）

１ 小学校の実践



【研究実践】

（２）学習意欲を高める評価

②教師評価（ステッカーによる評価）

単位時間の流れ

1 Greeting
2 Small Activity
3 Activities
・Activity 1
・中間指導

・Activity 2
4 Check Time
5 Comments
6 Greeting

５年生の学習プリントの振り返り欄

…コミュニケーションへの関心・意欲・態度

…外国語表現（話す）能力 …外国語表現（書く）能力

…外国語理解（聞く）能力 …外国語理解（読む）能力

１ 小学校の実践



【研究実践】

（２）学習意欲を高める評価

②教師評価(ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ)

年４回
（6・9・12・2月）

一人ずつ、別室

ALT…出題
HRT…記録・評価

第１～３回…単元テスト
第４回…年間のまとめのテスト

１ 小学校の実践



【研究実践】
小学校の実践第４学年

パフォーマンステスト
＜ビデオ＞

HRTが評価

《表現の正確さ》
ALTに質問

《表現の正確さ》

質問に応答
《表現の正確さ》





【研究実践】

３．中学校の実践

１．効果的な小中連携１ 小学校の実践

（１）習熟・定着を図るための指導

（２）学習意欲を高める評価

（３）発達の段階に応じた文字指導

１ 小学校の実践



学年 帯活動における指導内容

第１学年 アルファベットの大文字

第２学年 アルファベットの小文字

第３学年 大文字と小文字のﾏｯﾁﾝｸﾞ

第４学年

単語を読む
（発達の段階を考慮した単語）

第５学年

第６学年

【研究実践】

（３）発達の段階に応じた文字指導

①帯活動との関連

・年１６回
・活動計画
（各学年毎）

１ 小学校の実践





【研究実践】

②文字学習に特化した単元の設定

（３）発達の段階に応じた文字指導

第５学年

１ 小学校の実践

第６学年



③文字提示方法の共通理解

（３）発達の段階に応じた文字指導

a a→

【研究実践】

字形の統一(Comic Sans MS)

１ 小学校の実践



【本日の説明内容】

２ 効果的な小中連携

３ 中学校の実践

１ 小学校の実践

研究内容研究内容



(3)カリキュラムの連携

効果的な小中連携のために

(1)情報交換

(2)交流

２ 効果的な小中連携



(1)情報交換

互いの「授業参観」

「合同研修会」

２ 効果的な小中連携



小学校…教頭・教務主任・研究推進委員５名
中学校…校長・教頭・小中兼務教員・英語科教員

単元（ねらい・素材・指導方法）の交流と理解
指導内容・方法…小中の系統性を図る

多治見市教育研究所長 指導助言

(2)交流

月１回…小中英語交流

教師同士
２ 効果的な小中連携



(2)交流

（仮想外国人旅行者として）

What’s this?

What is the famous food
in your country?

Where are you from?

「英語学習」への意欲・憧れ 児童理解

児童 中学校教員

中学校英語科教員
と第６学年児童

２ 効果的な小中連携



(2)交流

In September we have 
Sports Day.

In September we have 
Sports Day.

How many clubs do you have? What events do you have?

小学校第６学年 中学校第２学年

小中の
円滑な連携へ

中学校第２学年生徒と
小学校第６学年児童

２ 効果的な小中連携



(3)カリキュラムの連携

笠原小・中学校
「外国語（英語）科」における目標の段階表の作成
・【聞くこと】 ・【話すこと】(InteractionとProduction)

・【読むこと】（内容理解・音読） ・【書くこと】

２ 効果的な小中連携



【本日の説明内容】

２ 効果的な小中連携

３ 中学校の実践

１ 小学校の実践

研究内容研究内容



【研究実践】

３ 中学校の実践

スタートカリキュラムの工夫（第１学年）

指導計画・授業の改善



スタートカリキュラムの工夫

①スタートの１０時間

②教科書 Lesson 1 ～ Lesson 7

３ 中学校の実践



小学校で
学習した
言語材料

L1～L7で扱う
言語材料の内容

８０％

３ 中学校の実践スタートカリキュラムの工夫



①スタートの１０時間

・Hello
・Head Shoulders Knees and Toes
・ABC steps
・Colors
・12 Months
・ABC song

英語の歌 すごろくをしよう

絵と文字をつなげよう

３ 中学校の実践

小学校で使用⇒教材・教具・活動方法

スタートカリキュラムの工夫



小学校での経験を生かすことで

・すごろくをしよう

・絵と文字をつなげよう

小中の円滑な接続

小学校で身に付けてきた
技能や態度の実態把握

・英語の歌

３ 中学校の実践スタートカリキュラムの工夫



②教科書 Lesson 1 ～ Lesson 7

指導内容の系統性 ・ 指導方法の継続性
（言語材料・言語活動・教材・学習形態etc.）

３ 中学校の実践スタートカリキュラムの工夫



中学校 第１学年
“Our New Friend”

小学校 第６学年
「シークレットアルバムをつくろう」

②教科書 Lesson 1 ～ Lesson 7

「言語材料」を想起

３ 中学校の実践スタートカリキュラムの工夫



（１）導入の時間

（５）活用する時間

『５つの段階』『５つの段階』

指導計画・授業の改善

（３）正確性を高める時間

（４）即興性を高める時間

（２）基本的な表現を整理する時間

３ 中学校の実践



（３） 第５時～第１０時
・教科書の内容理解
・音読、Picture Telling、Retelling

（５） 第１５時～第２０時
・海外旅行で行きたい場所の交流
・上海ディズニーで行きたい場所の交流

（１） 第１時
・休日に行きたい場所についての交流

（２） 第２時～第４時
・新出の言語材料の理解

（４） 第１１時～第１４時
・教科書の内容理解
・Retelling（教科書内容の要約や感想）



（１）導入の時間

（２）基本的な表現を整理する時間

本公開単元における『５つの段階』本公開単元における『５つの段階』

指導計画・授業の改善

第１時
①ALTとJTEの休日に行きたい場所についての聞き取り

②休日に笠原町で行きたい場所についての意見交流

第２時～第４時
①新出の言語材料の理解
②関係代名詞を用いた言語活動

３ 中学校の実践



（３）正確性を高める時間

指導計画・授業の改善

第５時～第１０時
①教科書の内容理解
②４～５文に整理したものを音読練習
③Picture Telling 
④書きまとめ

本公開単元における『５つの段階』本公開単元における『５つの段階』

３ 中学校の実践



（４）即興性を高める時間

指導計画・授業の改善

第１１時～第１４時
①教科書の内容理解
②教科本文の音読練習
③Retelling（要約・感想）

④書きまとめ

本公開単元における『５つの段階』本公開単元における『５つの段階』

３ 中学校の実践



（５）活用する時間

本公開単元における『５つの段階』本公開単元における『５つの段階』

指導計画・授業の改善

第１５時～２０時
①海外旅行で行きたい場所の交流
②上海ディズニーランドで
行きたい場所の交流

同じ活動形態

場面設定が変わる

グループ交流グループ交流

「正確に話す活動」の場の設定

「即興的に話す活動」の場の設定

３ 中学校の実践



言語材料の習熟・定着を図る指導

【成果】（小学校）

H26H26 H29H29

70.4％ 69.8％
62.1％

72.0％

78.3％
77.7％

78.3％ 78.0％

「語句」 「会話」 「文章」 「文字」

全項目で向上（文字領域で大きな伸び）

「英検Jr.」(GOLD・SILVER・BRONZEの平均）「英検Jr.」(GOLD・SILVER・BRONZEの平均）



外国語科の評価内容及び評価方法の開発

評価の観点を焦点化・明確化

⇒指導すべき内容と方法の明確化へ

評価の観点を焦点化・明確化

⇒指導すべき内容と方法の明確化へ

・児童の自己評価（単位時間内）
・教師による評価（単位時間内）
・パフォーマンステスト（年４回）

【成果】（小学校）



【今後に向けて】（小学校）

「読むこと」及び「書くこと」の指導

×『文字で指導』◎『音で指導』

「評価内容」及び「評価方法」

・評価材料の少なさ
・問題の難易度の偏り 等

「習熟・定着」を図るための指導

・詳細な『Small Activity指導計画』の作成
・単位時間における指導過程の見直し



・生徒の実態に応じたスタートカリキュラム
の確実な実施

⇒小学校外国科との滑らかな接続

H27

H28

H29
英語の授業は

好きですか

（第１学年）

８５％以上
（好き・どちらかと言えば好き）

校内意識調査

（H27-H29年7月）

【成果】（中学校）



0.0%
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

「スピーキングテスト」

全国全国 本校

１５問中９問で
全国を上回る
１５問中９問で
全国を上回る

・指導計画・授業の改善
⇒正確性・即興性向上のための
指導過程の確立

「英語能力判定テスト」

英語検定３級程度の
実力がある生徒

５０％（今年度7月）

６０％ （昨年度2月）

【成果】（中学校）



【今後に向けて】（中学校）

・小学校外国語科における「書くこと」
の指導を受けた「スタートの10時間」
の短縮

・言語活動における正確性と即興性のバ
ランスの検討

・さらなる正確性を高める効果的な指導法
の追究



Thank you very much 
for listening.


